
令和 2 年度 学校教育自己診断（保護者） 

 

学校教育自己診断結果 

 

設問４、設問９、設問１０及び設問２３は、昨年と同様９０％程度の肯定率であった。 

ま設問２、設問１６、設問１７、設問２４及び設問 28 が肯定率７０以下であったが、60%を以下の肯定率はなかったので相

対的には満足しているようである。また、生徒会や部活、保護者との関係がコロナの影響で少し気は鵜になってしまったのも要

因といえる。 

また、令和元年と比較しても差異はほぼ１０％以下であった。 

設問 診断内容
R2年度

肯定

R元年度

肯定
変動率

1 子どもは､学校へ行くのを楽しみにしている。 75% 75% 1%

2 子どもは授業がわかりやすく楽しいと言っている。 62% 62% 0%

3 学校の生徒指導の方針に共感できる。 73% 78% -4%

4 学校は将来の進路や職業などについて適切な指導を行っている。 86% 87% -1%

5 学校は､いじめについて子どもが困っていることがあれば真剣に対応してくれる。 75% 76% -1%

6 学校は､生徒に生命を大切にする心や社会のルールを守る態度を育てようとしている。 81% 80% 1%

7 学校は､教育情報について提供の努力をしている。 84% 78% 6%

8 この学校の授業参観や学校行事に参加したことがある。 73% 81% -8%

9 学校は地域連携を積極的に行っている。 91% 93% -2%

10 学校は､他の学校にない独自の教育活動に取り組んでいる。 95% 97% -2%

11 学校は、保護者の願いに応えている。 79% 80% 0%

12 学校の雰囲気がよく､生徒が生き生きとしている。 84% 83% 0%

13 学校は､家庭への連絡や意志疎通を積極的に行っている。 83% 71% 11%

14 子どもの心身の健康について気軽に先生に相談できる。 76% 74% 2%

15 文化祭・体育祭(運動会)、宿泊行事など学校行事に､子供は積極的に参加している。 86% 91% -5%

16 生徒会活動は､活発である。 64% 67% -3%

17 この学校の部活動は､活発である。 69% 64% 6%

18 学校は、自分の生き方を考え､豊かな心を持った生徒を育てようとしている。 82% 82% 1%

19 学校は、保護者の相談に適切に応じている。 80% 80% 0%

20 学校は､生徒に人権を尊重する意識を育てようとしている。 81% 77% 4%

21 学校は､環境･国際理解･福祉ボランティア等の新しい教育課題についてよく学ばせている。 72% 70% 2%

22 学校は､全ての教育活動において､生徒の人権尊重する姿勢で指導に当たっている。 76% 75% 1%

23 地震や台風などの場合の対応について､生徒や保識者に行動マニュアルが示されている。 91% 89% 2%

24 学校の施設･設備は､学習環境の面でほぼ満足できる。 66% 68% -2%

25 学校は､事故の防止に配慮し､施設･設備の点検を行っている。 75% 74% 1%

26 学校が、保護者に出す文書･事務連絡等は適切である。 87% 83% 4%

27 学校では､子どもに関するプライバシーが守られている。 86% 76% 10%

28 学校は、保護者や地域の人たちと話をする機会を多く持っている。 70% 75% -5%

29 学校では､ＰＴＡ活動は活発である。 71% 79% -8%

30 学校は､授業や教育活動を通して､規律ある態度を養おうとしている。 80% 81% -1%

31 緊急時における授業保障として、双方向性のシステムが構築されている。 77%


